
［論
文
】懐

徳
堂
末
期
の
漢
文
教
育

ー
並
河
寒
泉
『
課
蒙
復
文
原
文
』
、

並
河
蟹£

街ぎ

『復
文
草
稿
」
を
中
心
に湯

　
城
　
吉
　
信

は

じ
め
に

　
江
戸
時
代
の
日
本
の
儒
学
者
た
ち
は
、
漢
文
を
読
み
書
き
し
自

在
に
使
い
こ
な
し
て
い
た
。
果
た
し
て
彼
ら
は
い
か
に
し
て
そ
の

よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
江
戸

時
代
の
大
阪
に
あ
っ
た
漢
学
塾
・
懐
徳
堂
に
お
け
る
漢
文
学
習
の

様
子
を
探
り
、
そ
の
一
斑
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
特
に
、
並
河
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ロ
ん
ん
が
い

泉
『
課
蒙
復
文
原
文
』
、
並
河
蛋
街
『
復
文
草
稿
』
（
共
に
大
阪
大

学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）
を
中
心
に
、
懐
徳
堂
終
末
期
に
お
け
る
復
文

練
習
お
よ
び
漢
作
文
練
習
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
。

　
懐
徳
堂
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
学
術
研
究
に
つ
い
て
は

多
く
の
研
究
が
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
教
育
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

つ
い
て
は

ほ

と
ん
ど
研
究
が
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
が
そ
の
欠
を

埋
め

る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、

懐
徳
堂
の
授
業

　
漢
学
塾
・
懐
徳
堂
で
は
、
ど
の
よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た

の

か
o
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
F
学
童
日
課
」
、
F
寮
中
日
課
」
が
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
ま
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
窺
う
こ
と
が
で

　
　
ニ
ニ

き
る
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
休
日
の
日
課
と
し
て
「
軍
談
」

が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
現
代
語
で
言
え
ば
科
目

名
の
み
で
あ
り
、
そ
の
中
味
ま
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
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じ
　
　
　
　
　
　
た
ん

　
具
体
的
な
学
習
の
記
録
と
し
て
は
、
並
河
寒
泉
文
庫
に
並
河
蟹

が

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

街
『
聞
斯
録
』
と
題
さ
れ
た
二
十
二
冊
の
筆
記
が
あ
る
（
図
1
）
o

こ
れ
は
、
天
折
し
た
寒
泉
の
息
子
に
よ
る
講
義
録
（
内
容
は
語

釈
）
で
あ
り
、
そ
の
何
冊
か
は
、
表
紙
ま
た
は
裏
表
紙
に
日
付

（
読
み
始
め
ま
た
は
改
訂
の
年
〉
が
あ
り
、
い
つ
何
を
勉
強
し
た

か

が
確
認
で
き
る
。
父
寒
泉
が
書
い
た
「
並
河
孝
穎
墳
誌
」
（
『
寒

泉
先
生
干
支
稿
』
十
1
（
外
題
『
華
翁
干
支
稿
　
戊
辰
　
十
＝
）

所
収
）
の
情
報
と
合
わ
せ
て
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ヴ

六
歳

（数
え
ご
『
千
字
文
』
＊
「
並
河
孝
穎
墳
誌
」
。

十
二
歳
　
四
書
五
経
（
五
経
は
二
書
か
？
）
＊
「
並
河
孝
穎
墳

　
　
　
　
誌
」

　
＊
そ
の
他
、
『
聞
斯
録
』
に
あ
る
書
名
三
蒙
求
』
『
孔
子
家
語
』
『
礼

　
　
記
』

十
四
歳
？
（
文
久
二
年
二
『
詩
経
』
読
了
、
『
小
学
』
改
訂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
『
聞
斯
録
』

十
六
歳
？
（
元
治
元
年
二
『
書
経
』
開
始
、
『
逸
史
』
（
五
月
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
～
八
月
読
了
）
＊
『
聞
斯
録
』

十
七
歳
？
・
（
慶
応
元
年
二
『
易
経
』
改
訂
。
＊
『
聞
斯
録
』

　
　
、
窪
Σ
　
　
　
　
l
i
　
　
　
∫
　
誓
鯨

　
　
擢
素
尾
司
呵

4
　
　
　
　
　
ー
ン
‘
書
．

ぺ

　
　
　
　
　
4
、
　
ざ
｜
旨
写
げ
げ
げ
S

ジ
叉
べ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
w
．

　　　　　　　　　　　　　　W
詫

幻

碍

　
　
　
　
仁
一
　
　
〕
　
ン
裟
否
絶
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
T
r
〒
撒
　
’
…
…
　
・
・
頴
ド
゜
、
詩
謹
ー
6
覇
喜
、
手

い

∨

｝

礼
字

篇

一

図t　並河蛋街『聞斯録』（大阪大学懐徳堂文庫蔵）
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＊

『史
記
』
は
筆
跡
か
ら
す
る
と
十
七
歳
頃
か
？

　
た
だ
、
以
上
は
読
書
に
関
す
る
学
習
記
録
で
あ
り
、

に
つ
い
て
は
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

11、
漢
作
文
の
練
習
に

つ
い
て

の
資
料

漢
作
文

　
現
在
の
漢
文
教
育
は
も
っ
ぱ
ら
読
む
（
特
に
鑑
賞
す
る
）
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
江
戸
期
の
漢
文
教
育
は
自
ら
漢
文
が
書

け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
o
こ
の
漢
文
を
作
る
練
習
が
さ
れ

て

い

た
こ
と
が
、
江
戸
期
の
漢
文
教
育
と
現
在
の
漢
文
教
育
の
最

も
大
き
な
違
い
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
斑
に
つ
い
て

は
、
注
1
で
紹
介
し
た
拙
稿
で
す
で
に
述
べ
て
い
る
。

　
す

な
わ
ち
、
並
河
寒
泉
に
は
、
『
文
通
』
と
い
う
著
作
が
あ
り
、

帆
足
万
里
『
修
辞
通
』
（
寒
泉
は
中
井
履
軒
著
と
誤
る
）
を
引
い

て
、
記
事
（
客
観
的
出
来
事
の
記
録
）
の
練
習
を
す
べ
き
こ
と
、

多
作
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
（
拙
稿
「
懐
徳
堂
に
お
け
る

漢
作
文
実
習
」
参
照
）
。

　
ま
た
、
中
井
履
軒
の
弟
子
の
早
野
橘
随
著
『
南
山
霧
雨
』
　
（
大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
）
な
ど
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
漢
作
文

の

様
子

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に

も
言
及
し
た
。

　
以

下
、
本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
が
確

認
で

き
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資

料
に

よ
り
、
復
文
（
書
き
下
し
文
を
漢
文
に
直
す
作
業
）
の
実
際

例
を
確
認
で
き
る
。
現
在
の
教
育
で
言
う
と
、
教
育
現
場
で
実
際

に

使
わ

れ
て

い

る
プ
リ
ン
ト
類
に
当
た
り
、
教
育
現
場
で
の
実
際

の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
が
い

三
、
寒
泉
の
子
・
蛋
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

　
資
料
を
紹
介
す
る
に
先
立
ち
、
資
料
の
主
人
公
で
あ
る
並
河
蛋

が

い街
に

つ
い
て

紹
介
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
蛋
街
の
父
・

寒
泉
は
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
と
し
て
一
定
の
知
名
度
が
あ
る
が
、

た
ん
が
い

蟹
街
は

ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（1
）
早
熟
の
秀
才
・
並
河
蛋
街

　
並
河
蛋
街

は
、
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
で
あ
っ
た
寒
泉
の
息
子
と

し
て
生
ま
れ
、
将
来
を
期
待
さ
れ
た
が
、
明
治
元
年
、
数
え
二
十

歳
で
夫
折

し
た
。
記
録
魔
で
あ
っ
た
父
・
寒
泉
は
、
蛋
街
の
墓
誌
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わ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ご

銘
「
並
河
孝
穎
墳
誌
」
を
残
し
た
他
、
漢
文
日
記
『
居
諸
録
』

中
で
蛋
街
の
末
期
の
様
子
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。

の

お

り
、
蟹
街
は
次
男
で
あ
っ
た
が
、
長
男
他
四
人
は
他
界
し
て
い

た
。
八
歳
か
ら
中
井
桐
園
に
つ
い
て
経
書
を
学
び
、
十
四
歳
で
早

V
も
助
教
の
仕
事
を
す
る
早
熟
の
秀
才
で
あ
っ
た
。
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r並
河
孝
穎
墳
誌
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

孝
穎
誰
尚
l
、
字
有
勲
、
号
蛋
街
、
姓
平
、
並
河
氏
、
幼
字
阿

二
郎
、
冠
而
改
秀
二
郎
、
浪
華
府
学
教
授
華
翁
先
生
第
二
子

也
o
批
中
井
氏
、
…
。
兄
弟
九
人
、
今
存
其
五
、
孝
穎
其
一
、

而
今
又
亡
　
。
其
生
長
府
学
也
、
六
歳
而
始
読
千
文
、
八
歳
而

就
外
舎
（
＊
外
戚
）
、
十
二
歳
而
四
子
五
経
二
書
終
業
、
十
三
歳

而

質
経
史
之
義
、
十
四
而
上
堂
助
教
、
文
詩
亦
差
（
や
や
）
進

焉
。
庫
門
得
穎
才
之
賞
ム
矢
o
…
卒
以
七
月
十
九
日
終
。
享
年
二

十
。
…
越
三
日
、
棚
干
府
南
誓
願
寺
先
埜
之
次
、
孝
穎
其
私
誼

也
。

　
蛋
街
は
本
名
を
尚
1
、
幼
名
を
阿
二
郎
（
く
ま
じ
ろ
う
）
と
言

gr．W

後
、
秀
二
郎
と
改
め
た
。
懐
徳
堂
で
育
ち
、
号
の
蛋
街
（
蛋

は
「
あ
ま
」
）
は
懐
徳
堂
が
あ
っ
た
尼
崎
町
（
現
在
の
中
央
区
今

橋
）
に
由
来
す
る
。
母
は
中
井
竹
山
の
孫
で
あ
る
。
兄
弟
は
九
人

（11）　
T
居
諸
録
』
に
見
る
蛋
街
の
最
期

　
将

来
を
嘱
望
さ
れ
た
蛋
街
で
あ
る
が
、
数
え
二
十
歳
の
若
さ
で

亡

v
な
る
。
寒
泉
は
そ
の
時
の
様
子
を
漢
文
日
記
「
居
諸
録
』
で

克

明
に
記
し
て
い
る
。
原
文
は
漢
文
だ
が
、
以
下
、
そ
の
あ
ら
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　

し
を
現
代
語
訳
し
て
紹
介
し
た
い
。

　
七

月
十
八
日

　
淡
輪
氏
が
診
察
に
来
て
く
れ
た
。
だ
が
、
尚
l
は
、
前
日
か

ら
苦
し
気
に
う
わ
三
口
を
唱
え
続
け
、
時
々
、
大
小
便
を
漏
ら
し

た
が
、
大
便
は
黒
く
て
滑
ら
か
な
濡
炭
の
よ
う
だ
っ
た
り
丸
く

て

粘
っ
こ
か
っ
た
り
し
た
o
も
う
救
う
術
が
な
い
と
知
り
、
心

が
落
ち
着
か
ず
夜
も
眠
れ
な
い
。
私
は
思
っ
た
。
命
の
あ
る
な

し
は
天
の
神
様
に
委
ね
る
だ
け
だ
。
私
の
家
は
分
家
で
、
彼
が

亡

v
な
る
と
途
絶
え
て
し
ま
う
。
だ
が
、
本
家
は
ち
ゃ
ん
と
続

い
て

い

る
で
は
な
い
か
。

　
賎
息

回
生
妙
豆
花
、
ヒ
功
誰
．
療
此
沈
病
、
小
並
嗣
続
縦
今



　
断
、
先
祀
現
存
宗
子
家
。

　
尚
一
は
夜
に
な
る
と
呼
吸
が
ま
す
ま
す
荒
く
な
り
、
う
わ
言

も
明
け
方
ま
で
続
い
た
。
私
も
不
安
で
眠
る
こ
と
が
で
き
な

い

o
閏
菊
（
＊
寒
泉
の
末
娘
）
は
帯
も
解
か
ず
に
介
護
し
て
い

る
。

　
最
後
の
詩
の
一
句
目
の
「
賎
息
回
生
」
は
息
子
が
生
き
か
え
る

こ
と
を
言
う
が
、
「
妙
豆
花
」
（
お
か
ら
を
煎
る
？
「
豆
腐
に
か
す

が
い
」

（意
味
の
な
い
こ
と
）
の
よ
う
な
意
味
か
？
）
は
未
詳
で

あ
る
。
二
句
目
以
下
は
、
「
誰
の
医
術
を
も
っ
て
し
て
も
彼
の
宿

痛
は
治
せ
な
い
、
〔
だ
が
〕
た
と
え
我
が
分
家
の
並
河
が
途
絶
え

て

も
、
本
家
が
ご
先
祖
様
を
ま
つ
り
続
け
て
く
れ
る
」
の
意
で
あ

ろ
う
。
「
本
家
が
続
け
ば
よ
い
」
と
い
う
考
え
は
、
現
在
の
我
々

か

ら
す
る
と
薄
情
に
も
思
え
る
だ
ろ
う
が
、
寒
泉
は
そ
う
で
も
考

え
な
い
と
や
り
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
七
月
十
九
日
の
日
記
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

七
月
十
九
日

卯
の
刻
に
な
っ
て
か
ら
、

尚
l
は
や
や
落
ち
着
き
う
わ
言
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
き
く

収

ま
っ
た
。
私
は
疲
れ
て
う
と
う
と
し
た
が
、
閏
菊
の
大
声
に

目
を
覚
ま
し
た
。
閏
菊
は
「
秀
、
秀
」
と
叫
ん
で
い
る
。
私
が

驚
い
て
行
っ
て
み
る
と
、
尚
一
は
す
で
に
息
絶
え
て
い
た
。
そ

の

時
の
私
と
閏
菊
の
気
持
ち
は
表
現
し
よ
う
が
な
い
。
夢
の
中

を
さ
ま
よ
う
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
〔
ほ
か
の
〕
娘
は
弟
の
死

を
知
り
た
が
ら
な
か
っ
た
が
、
家
族
の
慌
て
ふ
た
め
く
様
子
に

気
づ
き
、
閏
菊
の
姉
の
霜
が
悲
し
み
か
ら
病
気
を
悪
化
さ
せ
た

の
は

可
哀

そ
う
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
蛋
街
の
姉
の
霜
（
中
井
桐
園
の
妻
）
は
こ
の

六

日
後
に
蛋
街
を
追
う
よ
う
に
亡
く
な
る
。
寒
泉
は
、
九
人
の
子

ど
も
の
う
ち
、
実
に
⊥
ハ
人
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
後
の
七
月
1
1
十
1
日
の
記
述
に
は
、
お
く
り
名
（
戒
名
）

は

孝
穎
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
井
竹
山
が
外
戚

（革
嶋
家
）
に
送
っ
た
名
前
の
中
に
「
阿
・
秀
・
穎
」
の
三
字
が

あ
っ
た
の
を
見
つ
け
、
幼
名
は
「
阿
二
郎
」
、
元
服
後
は
「
秀
二

郎
」
、
今
回
は
、
最
後
の
一
字
「
穎
」
を
取
り
お
く
り
名
と
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
寒
泉
の
文
集
『
寒
泉
先
生
干
支
稿
（
十
一
　
）
』
に
は
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コ
不
亡
児
」
（
亡
児
に
示
す
）
と
い
う
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
十
年
来
教
育
垂
、
山
豆
図
蚤
値
喪
明
．
悲
、
不
知
弱
冠
帰
泉
下
、

徒
想
晩
成
何
老
擬
。

＊
「
喪
明
」
は
四
十
九
日
の
忌
明
で
あ
ろ
う
。

　
r
二
十
年
来
教
育
を
施
し
て
き
て
、
こ
ん
な
に
も
早
く
忌
明
け

の
悲

し
み
に
遭
遇
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
弱
冠
二
十

歳
に

し
て
黄
泉
の
国
に
旅
立
つ
こ
と
も
知
ら
ず
、
大
器
晩
成
を
夢

見
て
い
た
と
は
何
と
馬
鹿
だ
っ
た
こ
と
か
」
ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ

ろ
う
。

　
以

上
、
寒
泉
の
記
録
に
基
づ
き
蛋
街
に
つ
い
て
紹
介
し
た
の

は
、
以
下
紹
介
す
る
漢
文
教
育
の
資
料
が
残
さ
れ
た
の
は
、
蛋
街

が
天
折

し
た
こ
と
と
そ
れ
を
偲
ぶ
父
の
思
い
が
あ
っ
た
と
考
え
る

か

ら
で
あ
る
。
他
の
懐
徳
堂
教
授
に
つ
い
て
同
様
の
資
料
は
残
っ

て

い

な
い
。
『
復
文
草
稿
』
の
よ
う
な
練
習
帳
は
、
蟹
街
が
も
し

大
成
し
て
い
た
ら
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

四
、
並
河
寒
泉
『
課
蒙
復
文
原
文
』

　
復
文
は
、
書
き
下
し
文
を
原
文
（
白
文
）
に
直
す
練
習
で
あ

り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
読
む

こ
と
を
主
と
す
る
現
代
の
漢
文
教
育
に
お
い
て
は
行
わ
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ソ

な
っ
た
が
、
復
活
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
復
文
の
問
題
集
と
し
て
、
皆
川
漠
園
『
習
文
録
』

（寛
政
七
年
ほ
か
）
が
有
名
で
、
当
時
の
実
際
の
復
文
の
仕
方
を

垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
は
基
本
書
き
下
し

文
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
漢
字
を
明
示
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
字
数
以
外
に
助
辞
と
そ
の
数
（
「
於
一
」
「
焉
一
」
な
ど
）
が

示

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
間
違
っ
た
字
の
数
に

よ
っ
て
「
知
言
」
「
成
人
」
「
大
文
」
「
令
聞
」
「
謄
辞
」
「
俊
秀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ロ

「材
敏
」
と
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
懐
徳
堂
の
復
文
練
習
を
集
め
た
資
料
と
し
て
、
並

河

寒
泉
『
課
蒙
復
文
原
文
』
を
紹
介
し
た
い
（
図
2
）
O
本
資
料

は
、
復
文
問
題
を
集
め
た
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
後
述
す
る

よ
う
に
息
子
の
蛋
街
も
こ
の
資
料
に
見
え
る
復
文
練
習
を
行
っ
て

い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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図2　『課蒙復文原文』（大阪大学懐徳堂文庫蔵）

（l
）
概
要

並
河
寒
泉
『
課
蒙
復
文
原
文
』
（
並
河
寒
泉
文
庫
十
七
）

　
二
四
・
四
セ
ン
チ
×
＝
ハ
・
九
セ
ン
チ
、
全
三
十
四
葉
。

　
全
九
十
二
条
（
通
し
番
号
は
第
八
十
七
条
ま
で
。
た
だ
し
、
第
六
十

六

条
は
な
く
、
第
一
条
は
上
中
下
、
第
十
七
、
五
十
六
、
七
十
三
条
は
そ

れ

ぞ
れ
上
下
に

分
か
れ
て

い

る
）
。
末
尾
に
十
葉
以
上
の
用
箋
が
あ

り
、
追
加
の
準
備
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
八
十
一
条
を
例
に
取
る
と
、
「
五
十
六
字
　
於
一
而
一
ム
矢
l
」

の

よ
う
に
、
字
数
と
助
辞
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
『
淵
鑑
類
函
』
か
ら
の
取
材

　
文
章
の
内
容
は
、
先
哲
の
逸
話
が
多
く
、
平
均
字
数
は
六
十
五

字
ほ
ど
で
あ
る
。
だ
い
た
い
は
出
典
が
明
記
さ
れ
て
お
り
（
出
典

あ
り
が
第
八
十
条
、
な
し
が
第
十
二
条
）
、
有
名
な
諸
子
、
史
書

か

ら
の
引
用
が
多
い
が
、
有
名
で
な
い
本
も
あ
る
。
以
下
、
有
名

で
な
い
本
の
書
名
を
挙
げ
る
（
（
）
内
は
条
数
）
。

『人
譜
類
記
』
（
1
4
）
、
東
晋
・
孫
盛
『
晋
陽
秋
』
（
2
2
）
、
宋
・
王

輩
『
聞
見
近
録
』
（
2
3
）
、
明
・
陸
樹
声
『
清
暑
筆
談
』
（
4
）
、
王
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兆
雲

『皇
明
詞
林
人
物
考
』
（
3
7
）
、
『
鴻
書
』
？
（
3
8
）
、

文
煕
撰

『閲
古
随
筆
』
（
5
）
、
明
・
『
従
信
録
』
（
8
4
）
、

棟
撰

『書
隠
叢
説
』
（
8
4
）
、
明
・
鄭
壇
『
昨
非
庵
日
纂
』
　85

％

清明
蓋穆

　
寒
泉
が
実
に
様
々
な
本
を
読
ん
で
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
『
淵
鑑
類
函
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
。
そ
れ
は
、
出
典
名
や
文

章
の
切
り
取
り
方
、
字
句
が
『
淵
鑑
類
函
』
と
一
致
す
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
（
九
十
三
条
中
最
大
六
十
四
条
が
同
書
か
ら
の
引
用
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
）
。

　
『
淵
鑑
類
函
』
は
、
清
朝
の
康
煕
帝
の
命
で
編
纂
さ
れ
た
類
書

（現
代
の
百
科
事
典
に
相
当
）
で
、
序
文
に
「
博
而
不
繁
、
簡
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら

能
顧
（
博
く
し
て
繁
か
ら
ず
、
簡
に
し
て
能
く
藪
ぶ
）
」
と
い
う

よ
う
に
、
「
広
範
」
「
簡
潔
」
「
明
瞭
」
を
特
徴
と
し
た
。
故
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

検
索
に

便
利

で

あ
り
、
懐
徳
堂
に
も
蔵
書
と
し
て
備
え
ら
れ
て
い

　ロ
ロ

た
。　

寒
泉
が
復
文
題
の
多
く
を
『
淵
鑑
類
函
』
に
取
材
し
た
の
は
、

先

哲
の
逸
話
を
拾
う
の
に
便
利
で
あ
り
、
『
淵
鑑
類
函
』
が
ま
と

ま
り
の
あ
る
一
段
を
簡
潔
に
抜
き
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う

（出
典
原
文
を
よ
り
簡
潔
に
縮
め
て
い
る
場
合
も
多
い
）
。

　
『
淵
鑑
類
函
』
は
類
書
で
あ
り
、
部
門
別
に
話
が
分
類
さ
れ
て

い
る
。
寒
泉
は
、
「
人
部
・
笑
」
、
r
食
物
部
・
酒
」
、
r
人
部
・
譲
」
、

「
文

学
部
・
好
学
」
、
r
人
部
・
差
恥
」
、
F
人
部
・
逆
旅
」
か
ら
複

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ソ

数
の
話
を
抜
い
て
お
り
、
寒
泉
の
取
材
の
偏
り
を
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
寒
泉
が
改
変
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
り
、
教
材
と

し
て
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

　
　
　
　
ハ
に
　

と
が
で
き
る
。

（1il）　
T
課
蒙
復
文
原
文
』
中
の
文
章
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
数
字
は
通
し
番
号
。

　
寒
泉
が
『
課
蒙
復
文
原
文
』
に
抜
い
て
い
る
話
は
、
基
本
的
に

儒
教
道
徳
に
基
づ
く
教
訓
的
な
話
が
多
い
。
全
体
像
は
別
稿
に
譲

　
　
　
ハ
い
ザ

る
と
し
て
、
以
下
、
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
よ
う
。

　

日
本
で
現
在
も
定
番
の
教
材
と
な
っ
て
い
る
「
魏
武
梅
林
の

話
」
（
第
五
十
二
条
）
や
「
景
公
の
馬
」
（
第
七
十
条
）
、
現
代
中

国
で
教
材
と
な
っ
て
い
る
「
楊
氏
の
子
の
頓
智
」
（
第
十
八
条
）

や

「
孫
亮
辮
好
」
　
（
第
五
十
四
条
）
も
見
え
る
。
ま
た
、
怪
異
や

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　

迷
信
に
反
対
す
る
話
や
、
飲
酒
を
戒
め
る
話
も
そ
れ
ぞ
れ
何
篇
か

見
ら
れ
る
。
寒
泉
は
、
懐
徳
堂
の
伝
統
を
継
承
し
怪
異
や
迷
信
の
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い
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
ザ

排
除

に
力
を
注
い
だ
。
ま
た
、
酒
を
好
ま
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

復
文
の

文
章
選
定
に
も
寒
泉
の
特
徴
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　
以

下
、
具
体
例
を
三
例
紹
介
し
た
い
。
う
ち
二
例
は
『
淵
鑑
類

函
』
以
外
の
文
章
を
取
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
淵
鑑
類

函
』
か
ら
の
話
が
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
る
が
、
『
淵
鑑
類
函
』

以

外
か

ら
の
話
は
そ
れ
以
外
に
寒
泉
が
特
に
選
出
し
た
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。

第
七
十
五
条

　
欧

陽
文
忠
公
嘗
言
．
、
「
有
患
疾
者
、
医
問
其
得
疾
之
由
。
日
’

『乗
船
遇
風
、
驚
而
得
之
』
。
医
．
取
多
年
舵
牙
為
舵
工
．
手
汗
所

漬
処
、
刮
末
、
雑
丹
砂
＋
伏
神
之
流
、
飲
之
而
愈
。
」
今
『
本
草
注
』

r別
薬
性
論
」
云
、
『
止
汗
、
用
麻
黄
根
節
及
故
竹
扇
為
末
服
之
。
』
」

文
忠
因
言
、
「
医
以
．
意
用
薬
多
此
比
（
＊
た
ぐ
い
）
。
初
似
児
戯
、

然
或
有
験
、
殆
未
易
致
詰
也
。
」
予
因
謂
公
、
「
以
筆
墨
焼
灰
飲
学

者
、
当
治
昏
惰
耶
。
推
此
而
．
広
之
、
則
飲
伯
夷
之
盟
．
水
、
可

以

療
貧
、
食
比
干
之
酸
饒
、
可
以
已
候
、
舐
．
奨
噌
之
盾
、
可
以

ぼ

」
∴

｝∴
　
L

『課蒙復文原文』第七十五条（大阪大学懐徳堂文庫蔵）図3
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治
．
怯
、
嗅
西
子
之
珂
、
可
以
療
悪
疾
　
。
」
公
遂
大
笑
。

〔出
典
〕
蘇
東
披
「
志
林
四
十
二
条
」
「
異
事
」
（
『
東
披
全
集
』
　
一
〇
三
、

中
華
書
局
標
点
本
『
東
披
志
林
』
巻
三
「
技
術
」
「
記
与
欧
公
語
」
。
）

【校
勘

記
】
〇
三
ロ
・
日
’
医
・
而
　
出
典
に
よ
り
補
っ
た
。
○
工
　
こ
の

後
に
見
せ
消
ち
が
あ
る
が
不
明
。
○
医
以
　
「
以
医
」
を
改
め
た
。
○
盟

r盟
」
を
改
め
た
。
○
舐
　
「
砥
」
を
改
め
た
。
○
治
　
原
文
で
は
「
療
」

の
挿
入
を
指
示
。

　
ま
ず
、
こ
の
条
に
は
字
句
お
よ
び
句
読
の
誤
り
が
多
い
。
字
も

稚
拙
な
の
で
、
寒
泉
が
蛋
街
に
筆
写
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
。
以

上

は
、
出
典
で
あ
る
蘇
東
披
「
志
林
四
十
二
条
・
異
事
」
に
よ
り

訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
は
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

欧
陽
修
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
船
で
風
に

吹
か
れ
て

病
気
に
な
っ
た
者
に
、
医
者
が
長
年
舵

　
取

り
の
汗
の
染
み
た
舵
を
削
り
薬
と
混
ぜ
て
飲
ま
せ
る
と

　
治
っ
た
。
『
本
草
注
』
に
も
、
汗
止
め
に
は
古
い
扇
子
を
粉

　

に
し
て
薬
と
混
ぜ
て
飲
む
と
よ
い
と
あ
る
。
医
者
は
こ
の
よ

　
う
に
意
味
を
取
っ
て
薬
を
処
方
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は

　
子
供
だ

ま
し
の
よ
う
に
見
え
る
が
効
果
が
あ
る
場
合
も
あ

　

る
。
医
学
は
本
当
に
奥
深
く
て
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ

れ
に

対
し
て
、
蘇
戟
は
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
た
。

　
そ
れ
な
ら
’
筆
墨
（
文
房
具
）
を
灰
に
し
て
飲
ま
せ
る
と
怠

　
惰
が
直
り
ま
す
か
。
こ
の
よ
う
な
理
屈
な
ら
、
清
廉
で
聞
こ

　
え
た
伯
夷
の
盟
の
水
を
飲
め
ば
貧
欲
が
直
り
、
命
が
け
で
諌

　
言

し
た
比
干
の
食
べ
残
し
を
食
べ
れ
ば
へ
つ
ら
い
が
直
り
、

　
勇
者
の
奨
嗜
の
盾
を
舐
め
れ
ば
肝
が
据
わ
り
、
西
施
の
耳
飾

　
り
を
嗅
ぐ
と
悪
い
病
気
も
治
り
（
美
し
く
な
り
）
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
し

そ
れ
を
聞
い
て
欧
陽
脩
は
大
笑
い
し
た
。

第
八
十
四
条

　
有
僧
人
入
暗
処
、
誤
踏
茄
子
、
心
疑
是
生
物
、
中
心
熾
悔
。
夜

即
有
叩
門
索
命
者
。
迫
暁
、
方
知
是
茄
子
也
。
観
此
可
知
鬼
非
真

有
、
乃
心
之
所
感
、
気
之
所
感
耳
。

〔出
典
〕
清
・
衰
棟
著
『
書
隠
叢
説
』

あ
る
僧
が
、
暗
闇
で
茄
子
を
踏
ん
で
生
物
を
殺
し
た
と
後
悔
の
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念
に

か

ら
れ
る
と
、
夜
、
誰
か
が
門
を
叩
い
て
命
を
奪
い
来
た
よ

う
に
思
っ
た
。
だ
が
、
夜
が
明
け
て
た
だ
の
茄
子
だ
と
わ
か
る
と

何
の
こ

と
も
な
か
っ
た
。
同
様
に
、
化
物
は
本
当
に
い
る
の
で
は

な
く
、
人
の
心
が
生
ん
で
い
る
だ
け
だ
。

第
六
条

　
斉
桓
公
飲
管
仲
酒
．
。
仲
棄
其
半
日
、
「
臣
聞
酒
入
舌
出
、

出
言
失
、
言
失
身
棄
。
臣
以
為
棄
身
不
如
棄
酒
。
」

〔出
典
〕
『
淵
鑑
類
函
』
1
1
1
－
R
l
1
　
F
食
物
部
・
酒
二
」
●
。

【校
勘
記
】
○
酒
　
『
淵
鑑
類
函
』
に
よ
り
補
っ
た
。

舌

　
斉
の
桓
公
に
酒
を
飲
ま
さ
れ
た
時
、
名
宰
相
と
し
て
知
ら
れ
た

管
仲
が
「
酒
は
身
を
滅
ぼ
し
ま
す
（
酒
が
入
る
と
口
が
軽
く
な
り

失
言
し
身
を
滅
ぼ
し
ま
す
）
。
身
を
滅
ぼ
す
よ
り
酒
を
棄
て
る
方

が
ま
し
で
す
」
と
言
っ
て
断
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

こ
の
話
は
、
『
淵
鑑
類
函
』
か
ら
抜
か
れ
て
い
る
。
原
文
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

『説
苑
』
十
r
敬
慎
」
に
見
え
る
が
、
字
句
の
異
同
が
多
く
、
『
淵

鑑
類
函
』
が
原
文
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
、
並
河
蛋
街
「
復
文
草
稿
』

　
並
河
蟹
街

『復
文
草
稿
』
は
、
前
章
で
紹
介
し
た
『
課
蒙
復
文

原

文
』
の
解
答
お
よ
び
そ
の
添
削
が
記
さ
れ
て
お
り
、
復
文
練
習

の

実
際
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
た
だ
、
表
題
が
『
復
文
草
稿
』
と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
復
文
以
外
の
記
事
（
漢
作
文
）
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
本

章
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
前
章
同
様
、
実
例
を
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
。

（1
）
概
要

　
並
河
蛋
街
『
復
文
草
稿
』
は
、
『
蟹
街
先
生
残
稿
』
（
Φ
一
⑰
口
＼

T
A
N
　
（
ロ
ッ
カ
ー
五
）
）
五
冊
の
内
の
1
冊
で
あ
る
。

　
一
六
・
四
セ
ン
チ
×
一
一
・
八
セ
ン
チ
、
全
三
〇
葉
（
最
後
一

葉

に
升
目
入
り
用
箋
が
挟
ま
っ
て
い
る
）
。

　
巻
末
に

「文
久
元
年
（
＊
一
八
六
一
）
辛
酉
之
春
作
之
／
並
河

尚
l
再
拝
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
寒
泉
『
干
支
稿
』
と
対
照
す
る

こ
と
で
、
十
三
、
十
四
、
十
五
歳
頃
（
一
八
⊥
ハ
ニ
、
一
八
六
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ニ

一
八
⊥
ハ
四
）
の
文
章
が
多
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
後
半

81



図4　『復文草稿』第五条（大阪大学懐徳堂文庫蔵）

部
は
筆
跡
が
違
う
。

　
全
四

十
九
条
の
漢
文
の
草
稿
が
見
え
る
。
た
だ
、
い
わ
ゆ
る
漢

文
の

復
文
は
五
条
の
み
（
第
一
、
三
、
五
、
六
、
十
各
条
）
で
あ

り
、
そ
の
他
は
日
本
の
話
を
漢
文
で
表
現
し
た
も
の
（
記
事
）
で

あ
る
。
両
者
を
織
り
交
ぜ
て
練
習
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
復
文
の
出
題
方
式
は
、
「
和
文
・
原
文
字
数
・
助
辞
と
そ
の
数
」

が

問
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
和
文
」
と
書
い
た
の
は
、
漢
文

原
文
（
正
答
）
に
］
対
一
対
応
し
た
書
き
下
し
文
が
問
題
と
さ
れ

て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
復
文
の
採
点
は
、
「
冗
一
　
贋
十
1
」
　
（
v
a
六
条
）
の
よ
う
に
、

桁
字
（
余
分
な
字
）
と
誤
字
の
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

朱
筆
に
よ
る
添
削
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
原
漢
文
通
り
に
訂
正
さ

れ

て

い

る
わ
け
で
は
な
い
（
第
五
条
、
図
4
）
。
解
答
が
原
文
と

か

け
離
れ
て
い
た
場
合
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
上
に
書
い
た
よ
う
に
、
出
題
自
体
、
原
文
と
］
対
l
対
応
し

て

い

な
い
の
で
、
厳
密
に
原
文
通
り
の
解
答
を
求
め
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
の
語
の
整
序
（
並
び

82



替

え
）
問
題
の
よ
う
に
正
解
が
1
つ
だ
け
の
復
文
題
で
は
な
く
、

復
文

と
漢
作
文
の
中
間
に
位
置
す
る
作
文
練
習
で
あ
っ
た
と
言
え

　
　
　
（
8
）

る
だ
ろ
う
。

（11）　
r
復
文
草
稿
』
中
の
記
事
の
紹
介

　

二

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
寒
泉
は
漢
文
習
得
に
お
い
て
「
記

事
」
の
練
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
寒
泉
の
原
稿
を
年

代
順
に
収
め
る
『
干
支
稿
』
の
中
に
も
、
「
記
事
」
の
練
習
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ザ

て

い

る
例
が
多
く
見
つ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
『
復
文
草
稿
』
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

ど
の
よ
う
な
記
事
題
が
見
え
る
の
か
。
全
体
像
は
別
稿
に
譲
る
と

し
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
特
徴
的
な
も
の
を
紹
介
し
た
い
o

　
『
復
文
草
稿
』
に
見
え
る
漢
作
文
は
全
部
で
四
十
四
条
あ
る
。

出
典
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の

中
、
湯
浅
常
山
著
『
常
山
紀
談
』
に
見
え
る
話
が
十
五
条
、
松
崎

観
瀾
著
『
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』
に
見
え
る
話
が
六
条
、
熊
沢

淡
庵
著
『
武
将
感
状
記
』
（
『
近
代
正
説
砕
玉
話
』
）
に
見
え
る
話

が
八
条
、
真
田
増
誉
著
『
明
良
洪
範
』
に
見
え
る
話
が
二
条
あ

る
。
『
常
山
紀
談
』
『
武
将
感
状
記
』
『
明
良
洪
範
』
は
い
ず
れ
も

戦
国
武
将
の
逸
話
を
集
め
た
逸
話
集
で
あ
り
、
軍
談
を
教
材
に
し

て

い

た
懐
徳
堂
の
特
徴
を
表
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
『
窓

の

す
さ
み
』
は
当
時
の
噂
話
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
軍
談
以
外

の

随
筆
も
多
く
教
材
に
使
わ
れ
て
い
た
点
が
注
目
に
値
す
る
。

『常

山
紀
談
』
か
ら
は
、
菊
池
寛
の
小
説
「
形
」
の
元
に
な
っ
た

r槍
の

中
村
」
の
話
が
見
え
（
第
二
十
七
条
）
、
『
窓
の
す
さ
み

（追
加
）
』
か
ら
は
、
同
じ
く
菊
池
寛
の
小
説
「
恩
讐
の
彼
方
に
」

の

元

に
な
っ
た
話
が
見
え
る
（
第
四
十
九
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
か
　

　

他
、
懐
徳
堂
の
先
人
の
逸
話
が
三
条
あ
り
、
怪
異
に
反
対
す
る

　
　
　
　
　
ニ
ご

話
が
四

条
あ
る
。
い
ず
れ
も
懐
徳
堂
ら
し
い
教
材
選
定
だ
と
言
え

よ
う
。
他
、
第
十
九
、
二
十
三
、
四
十
七
各
条
に
は
和
歌
の
訳
が

見
え
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
和
歌
を
漢
字
で
ど
う
表
現
す
る
か
も

練
習
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
『
復
文
草
稿
』
は
第
十
二
条
辺
り
以
降
、
筆
跡
が
達
筆

に
な
り
、
訂
正
も
少
な
く
な
る
。
蛋
街
の
成
長
を
反
映
す
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
書
名
に
言
う
「
草
稿
」
で
は

な
く
「
清
書
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
る
い
は
寒
泉
が
写
し
た
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ザ

能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
以

下
、
い
く
つ
か
の
実
例
を
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
も
前
章
同
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様
、
主
な
出
典
先
で
あ
る
『
常
山
紀
談
』
以
外
か
ら
の
話
に
む
し

ろ
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
話
を

一
条
（
第
二
十
九
条
）
、
『
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』
の
中
で
興
味

深

い
話

を
一
条
（
第
八
条
）
、
怪
異
に
反
対
す
る
話
を
一
条
（
第

四

十
三
条
）
、
出
典
は
未
詳
な
が
ら
興
味
深
い
話
を
一
条
（
第
十

二
条
）
紹
介
し
た
い
。

第
二
十
九
条
　
＊
添
削
箇
所
な
し
。

　
履
軒
先
生
、
騨
上
獲
古
鍾
、
直
廉
。
愛
玩
甚
　
。
中
西
司
馬
懇

請
諸
三
金
、
先
生
弗
聴
。
先
生
即
復
之
隷
、
告
以
司
馬
之
意
焉
。

司
馬
復
来
間
焉
、
先
生
日
、
「
吾
既
復
之
、
子
宜
往
購
。
」
司
馬
即

行
獲
焉
。
商
深
徳
之
、
謝
先
生
以
鮮
魚
一
藍
。
先
生
大
叱
、
遂
郁

之
o

　
履
軒
が
店
で
古
鍔
を
安
値
で
買
っ
て
愛
玩
し
て
い
た
o
そ
れ
を

E
－
西
d
i
が
1
1
1
両
　
（
銀
？
）
で
所
望
し
た
。
履
軒
は
聞
き
入
れ
ず

に
、
店
に
戻
し
、
中
西
氏
の
こ
と
を
伝
え
た
。
中
西
氏
が
再
び

や

っ

て

く
る
と
、
履
軒
は
「
店
に
返
し
た
の
で
買
い
に
行
か
れ

よ
」
と
言
う
。
中
西
氏
は
そ
う
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
o
商
人
は
履
軒
に
感
謝
し
ざ
る
一
杯
の
魚
を
お
礼
し
よ
う
と
し

た
が
、
履
軒
は
怒
っ
て
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。

　

と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水

哉
館
先
哲
遺
事
』
巻
四
「
履
軒
遺
事
」
「
履
軒
ノ
言
行
」
や
松
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ

操

『近
世

先
哲
叢
談
（
正
編
）
』
巻
上
に
も
見
え
る
。
た
だ
、
細

か

い
点
に
お
い
て
様
々
違
い
が
あ
る
。
履
軒
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ど

の

よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
え
ら
れ
る
点
興
味
深
い
。

ま
た
、
漢
文
読
解
練
習
と
し
て
、
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
逸
話
と
し

て

よ
く
で
き
て
い
る
か
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

第
八
条
　
＊
太
字
は
寒
泉
に
よ
る
修
正
。

　
世
称
蛭
子
像
画
且
刻
焉
、
広
祠
祝
氏
三
郎
之
像
也
。
在
昔
、
神

后
之
帰
自
筑
紫
、
息
於
西
宮
。
広
祠
荒
而
祝
貧
、
常
釣
魚
以
供

焉
。
乃
釣
一
棘
霞
以
献
后
、
后
悦
之
、
問
其
所
欲
。
祝
日
、
「
臣

之

所
欲
在
修
理
神
祠
而
己
。
」
乃
為
修
理
焉
。
三
郎
之
功
、
実
大

4t

K
o
後
年
追
祀
為
付
祠
。
堺
商
有
多
年
祈
広
祠
者
家
太
富
。
及
老

不
可
復
行
、
請
遷
神
其
居
。
祝
氏
為
画
三
郎
釣
棘
震
図
以
与
焉
。

　
　
　
　
　
　
　

託
伝
以
博
云
。
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図5　『復文草稿』第八条（大阪大学懐徳堂文庫蔵）

　
恵
比
寿
像
が
鯛
を
抱
え
て
い
る
こ
と
の
由
来
を
説
い
た
話
で
あ

る
。　

昔
、
神
功
皇
后
が
筑
紫
か
ら
の
帰
路
、
西
宮
の
広
田
明
神
を
通

り
か
か
っ
た
。
そ
こ
の
神
主
が
鯛
を
釣
っ
て
も
て
な
し
、
、
そ
の

礼
と
し
て
社
殿
を
再
興
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
神
主

の
名
が
夷
三
郎
で
、
中
興
の
功
を
称
え
て
こ
れ
以
後
祀
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
富
裕
な
信
者
に
よ
り
こ
の
像
が

世
に

広
ま
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
話
は
、
『
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』
巻
上
に
「
恵
比
須
像
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
こ

由
来
」
と
し
て
見
え
る
。
文
言
が
よ
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
和
文
を
漢
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

t
つ
o

　
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
説
は
、
恵
比
寿
信
仰
に
冷
や
水
を
か
け

　
　
　
　
ハ
お
　

る
よ
う
な
話
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
現
在
伝
わ

る
恵
比
寿
伝
承
の
中
に
は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
点
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
四
十
三
条
　
＊
太
字
は
寒
泉
に
よ
る
修
正
。

　
村
井
津
右
有
知
勇
。
其
在
曲
豆
之
岡
也
、

近

郊
有
叢
塚
。
人
有
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云
、
「
毎
風
雨
塚
辺
有
鬼
、
鼓
翼
而
鳴
。
」
津
夜
偶
遇
之
、
有
鼓
翼

之

声
。
津
就
暗
中
探
執
之
、
則
第
笠
也
。
蓋
敗
笠
竹
籠
頭
上
、
激

風

而
鳴
也
。
乃
持
而
帰
。
自
此
無
復
言
怪
焉
者
。
君
子
日
、
「
村

井
氏
可
謂
善
破
怪
　
。
一
人
而
釈
万
人
之
惑
。
狩
与
可
偉
ム
矢
。
」

　
村
井
津
右
衛
門
の
武
勇
伝
で
あ
る
。
あ
る
墓
所
で
「
風
雨
の
折

に
は
幽
霊
が
出
て
翼
を
ば
た
つ
か
せ
て
鳴
く
」
と
言
わ
れ
て
い

た
。
村
井
は
夜
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
時
に
ば
た
ば
た
と
い
う

音

を
聞
い
た
の
で
確
か
め
て
み
る
と
破
れ
た
竹
の
子
笠
が
ば
た
ば

た
と
鳴
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
持
ち
帰
る
と
そ
の
後

恐
れ

る
者
は
い
な
く
な
っ
た
。
村
井
は
怪
を
解
い
た
英
雄
と
し
て

称
え
ら
れ
た
。

　

と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
『
武
将
感
状
記
』
巻
八
「
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

井
津
右
衛
門
化
物
を
捕
ふ
る
事
」
に
見
え
る
他
、
怪
談
の
『
百
物

語
』
な
ど
に
も
見
え
る
。
興
味
深
い
の
は
そ
れ
ぞ
れ
重
点
に
違
い

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
上
記
漢
作
文
で
は
、
「
怪
は
怪
に
あ
ら
ず
」

と
い
う
点
に
力
点
が
あ
り
、
簡
潔
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対

し
、
『
武
将
感
状
記
』
で
は
村
井
の
勇
気
あ
る
行
動
を
描
く
こ

と
に
力
点
が
あ
り
、
描
写
も
長
い
。
一
方
、
『
百
物
語
』
は
怪
談

で

あ
り
、
雨
の
夜
の
恐
ろ
し
気
な
様
子
を
描
く
こ
と
に
力
点
が
あ

り
、
こ
れ
ま
た
描
写
は
長
い
。

第
十
二
条
　
＊
太
字
は
寒
泉
に
よ
る
修
正
。

　

山
田
清
左
善
庖
宰
。
已
死
、
其
子
嘗
奏
伊
勢
、
宿
干
郵
亭
。
亭

主
聞
姓
名
、
大
悦
日
、
「
吾
聞
尊
名
尚
　
。
今
幸
来
、
請
見
宰
。
」

大
姐

上
置
巨
鰭
、
以
薦
焉
。
日
、
「
是
先
考
所
善
、
予
則
不
能
、

請
辞
焉
。
」
再
三
強
之
、
乃
不
知
所
為
、
団
々
断
之
、
不
勝
漸
塊
。

已
帰
家
、
語
諸
先
考
門
子
日
、
「
予
太
漸
ム
矢
o
」
門
子
日
、
「
吾
為

卿
雪
之
。
」
又
行
而
宿
焉
、
謂
日
、
「
山
田
清
左
門
子
也
。
」
主
悦

如
初
、
大
祖
巨
鮨
亦
如
初
、
断
之
亦
又
如
初
。
主
撫
然
日
、
「
他

日
山
氏
之
子
亦
割
法
如
此
何
也
。
」
某
日
、
「
可
量
其
軽
重
耳
。
」

乃
量

之
、
不
失
分
厘
。
主
骸
感
、
奇
之
日
、
「
他
日
蓋
亦
如
此
、

吾
不
知
也
、
呼
過
ム
矢
o
」

　
有
名
な
板
前
山
田
清
左
（
清
左
衛
門
？
）
亡
き
後
、
息
子
が
伊

勢
詣
に
出
か
け
あ
る
宿
屋
に
泊
ま
っ
た
。
宿
の
主
人
は
名
前
を
聞

い
て

喜
び
、
「
お
噂
は
か
ね
て
よ
り
伺
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
包
丁

さ
ば
き
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
所
望
し
、
大
き
な
鮨
を
祖
の
上
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に

置
い
た
。
息
子
は
「
そ
れ
は
父
の
こ
と
で
私
は
で
き
ま
せ
ん
」

と
辞
退
し
た
が
聞
い
て
く
れ
な
い
の
で
、
仕
方
な
く
ぶ
つ
切
り
に

し
た
。
家
に
帰
っ
て
残
念
そ
う
に
父
の
弟
子
に
話
す
と
、
弟
子
が

r敵
討
ち
し
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て
出
か
け
、
例
の
宿
に
泊
ま
っ

k
J
O
　
F
山
田
清
左
の
弟
子
で
す
」
と
言
う
と
、
前
回
同
様
、
大
き

な
鰹
が
用
意
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
前
回
同
様
ぶ
つ
切
り
に
し
た
。
宿

の

主
人
は
不
機
嫌
な
顔
で
「
先
日
、
息
子
さ
ん
も
こ
ん
な
切
り
方

で

し
た
。
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
だ
が
、
弟
子

が

「重

さ
を
量
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
の
で
量
っ
て
み
る
と
果

た
し
て
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
主
人
は
驚
い
て
「
先
日
も
こ
う
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
知
ら
な
い
私
が
ば
か
だ
っ
た
」
と
言
っ

た
。　

頓
智
を
利
か
せ
て
見
事
に
や
り
返
す
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
残

念
な
が
ら
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
他
の
伝
存
文
献
に

は

見

ら
れ
な
い
貴
重
な
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お

わ
り
に

　
以

上
、
本
稿
で
は
、
並
河
寒
泉
『
課
蒙
復
文
原
文
』
、
並
河
蛋

街
『
復
文
草
稿
』
を
中
心
に
、
懐
徳
堂
末
期
の
復
文
お
よ
び
漢
作

文
教
育
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
復
文
に
つ
い
て
は
、
教
材
は
類
書
の
『
淵
鑑
類
函
』
か
ら
多
く

取

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
容
に
は
懐
徳
堂
お
よ
び
寒
泉
の
特

徴
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
原
文
の
完
全
な
復
原
を
目
指
す
も
の
で
は

な
か
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
寒
泉
の
息
子
・
蛋
街
は
十
三
歳

か

ら
十
五
歳
頃
こ
の
よ
う
な
練
習
を
重
ね
て
い
た
よ
う
だ
。

　

漢
作
文
に
つ
い
て
は
、
教
材
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た

『常

山
紀
談
』
な
ど
の
軍
記
以
外
に
、
『
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』

な
ど
の
随
筆
や
懐
徳
堂
の
逸
話
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　
復
文
や
漢
作
文
の
教
材
は
、
長
さ
が
短
め
で
内
容
が
難
し
す
ぎ

ず
、
か
つ
的
確
に
事
実
の
描
写
を
し
て
い
る
文
章
が
求
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

る
。
寒
泉
も
そ
の
選
定
に
は
苦
労
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
復
文
に
つ
い
て
は
、
皆
川
漠
園
『
習
文
録
』
（
安
永
三

u
r
　
（
1
七
七
四
）
序
、
一
八
七
六
刊
？
）
で
は
、
明
・
漏
夢
竜

『智
嚢
』
か
ら
多
く
教
材
が
取
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
懐
徳
堂
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
る
池
田
修
蔵
（
但
馬
聖
人
・
池
田
草
庵
の
子
）

『復
文
録
』
（
一
八
六
五
？
）
で
は
、
西
洋
に
つ
い
て
述
べ
る
文
章

　
　
　
ニ
ご

が
見
え
る
。
復
文
題
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
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最
後
に
、
懐
徳
堂
の
思
想
研
究
面
と
の
つ
な
が
り
の
可
能
性
を

指
摘

し
た
い
。
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
中
井
履
軒
『
通
語
』
『
伝
疑

小
史
』
、
中
井
蕉
園
『
甲
史
』
『
越
史
』
な
ど
、
日
本
史
を
漢
文
で

叙
述
す

る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
履
軒
や
蕉
園
の

著
述
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
漢
作
文
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

う
に
、
和
文
の
元
本
を
漢
訳
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、

ど
こ
ま
で
が
元
本
の
内
容
で
ど
こ
か
ら
が
履
軒
・
蕉
園
の
文
章
か

と
い
う
異
同
が
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
懐
徳
堂
の
学
者
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
1
つ
の
有
力
な
手
掛
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
複
数

の

文
献
を
丹
念
に
対
照
す
る
必
要
が
あ
り
大
変
な
作
業
で
あ
ろ
う

が
挑
戦
す
る
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）
拙
稿
に
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。

　
・

F『花
間
笑
語
』
と
江
戸
小
咄
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
二
大
阪
府
立
工

　
　

業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
三
七
号
、
二
〇
〇
四
年
、
後
『
国
文
学
年
次

　
　

別
論
文
集
平
成
十
五
年
版
近
世
分
冊
』
に
採
録
。
）
…
履
軒
の
弟
子
・

　
　

三

村
昆

山
著
の
『
花
間
笑
語
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
文
話
の
出

　
　

典
調

査
を
し
た
。
江
戸
時
代
の
小
咄
以
外
に
、
『
常
山
紀
談
』
な
ど

　
　

の
軍
談
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

「
懐
徳
堂
に

お
け
る
漢
作
文
実
習
」
二
中
国
研
究
集
刊
』
六
四
号
、
大

　
　

阪
大
学

中
国
学
会
、
二
〇
一
八
年
）
…
履
軒
の
子
・
柚
園
、
履
軒
の
弟

　
　
子
・
三
村
昆
山
、
竹
島
貰
山
な
ど
が
同
一
話
を
漢
作
文
し
て
い
る

　
　

例
を
紹
介
し
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
漢
作
文
実
習
の
一
斑
を
明
ら
か

　
　
に
し
た
。

（
2
）
「
寮
中
日
課
」
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
編
『
増
補
改
訂
　
懐
徳
堂

　
　
事
典
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
＝
ハ
年
）
、
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研

　
　
究

　
共
同
研
究
報
告
書
』
（
二
〇
〇
三
年
二
月
）
に
解
題
が
あ
る
。

（
3
）
並
河
寒
泉
文
庫
に
つ
い
て
は
、
井
上
了
「
大
阪
大
学
蔵
「
並
河
寒

　
　
泉
文
庫
」
簡
介
」
（
『
懐
徳
』
七
l
号
、
懐
徳
堂
記
念
会
、
二
〇
〇

　
　
三
年
）
が
あ
り
、
同
文
庫
所
蔵
書
の
一
覧
が
見
え
る
。

（
4
）
『
聞
斯
録
』
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究

　
　
共
同
研
究
報
告
書
』
（
1
1
0
0
三
年
）
七
七
頁
に
見
え
る
拙
稿
解
題

　
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
他
、
こ
の
頃
学
習
し
た
で
あ
ろ
う
教
材
が
『
課
童
字
帖
』
と
題
す

　
　

る
書
物
に
見
え
、
そ
の
筆
写
が
『
蟹
街
先
生
詩
稿
』
の
裏
紙
に
見

　
　
え
る
。

（
6
∀
『
寒
泉
先
生
干
支
稿
（
十
1
）
』
　
（
外
題
『
華
翁
干
支
稿
　
戊
辰
　
十

　
　
一
』
）
所
収
。

（
7
）
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
。
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（
o
o
）
　
F
v
ま
」
と
い
う
読
み
は
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺

　
　
事
』
巻
六
「
並
河
寒
泉
遺
事
」
「
寒
泉
ノ
男
蟹
街
」
に
よ
る
。

（
9
）
原
文
（
句
読
点
は
補
っ
た
）

　
　
十

八
日
（
癸
巳
）

　
　
雨

O
休
日
o
淡
氏
来
診
尚
l
o
淡
氏
云
疲
労
甚
、
請
与
高
宮
氏
謀

　
　
而

薬
珍
。
後
一
談
笑
而
去
O
　
O
尚
l
、
前
日
以
後
、
語
気
幽
悶
如

　
　
譜

語
昼
夜

不

休
、
有
時
大
小
便
自
利
、
大
便
黒
滑
恰
如
濡
（
？
）

　
　
炭
、
丸
而
粘
塗
、
蓋
悪
兆
也
。
翁
．
略
識
其
不
可
治
、
中
心
如
不
繋

　
　
之

舟
。
昼
夜
欝
々
然
、
夜
間
臥
而
不
能
療
。
其
心
日
、
命
之
有
無

　
　
委
於
天
耳
．
。
翁
之
家
本
分
派
者
、
亡
之
則
無
嗣
、
無
嗣
則
家
継
滅

　
　
ム
矢
o
然
宗
家
厳
然
在
京
、
先
祀
血
食
、
綿
々
弗
絶
、
則
翁
家
小
並

　
　
絶
跡
、
亦
何
患
焉
。
乃
賦
一
絶
日
、

　
　
賎
息
回
生
妙
豆
花
、
ヒ
功
誰
．
療
此
沈
病
、
小
並
嗣
続
縦
今
断
、
先

　
　
祀
現
存
宗
子
家
。
（
用
歌
麻
進
退
韻
）

　
　
尚
一
、
及
夜
呼
吸
益
急
、
且
讃
語
自
暮
及
暁
不
止
。
翁
臥
違
不
安
、

　
　
転
顛
反
側
、
終
夜
不
療
。
閏
菊
不
解
帯
護
養
。

　
　
【
校
勘
】
○
翁
　
こ
の
後
に
「
之
意
」
が
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
。
○
耳
　
こ

　
　
の

後
に
「
然
」
が
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
。
○
誰
　
こ
の
後
に
「
奏
」
が
見

　
　
せ
消
ち
さ
れ
て
い
る
。

　
　
十
九
日
（
甲
午
）

　
　
晴
○
休
日
○
及
卯
後
、
尚
一
急
迫
差
静
、
譜
語
亦
止
。
翁
乃
困
眠
、

　
　
忽
骸
閏
菊
大
声
而
梧
．
、
呼
日
、
秀
号
、
秀
今
。
翁
怪
突
起
而
行
、

　
　

就
尚
一
病
中
辱
視
之
、
則
既
已
終
焉
。
翁
及
閏
女
心
中
骸
嵯
之
情
不

　
　

可

筆
　
。
実
夢
中
之
夢
之
大
夢
也
。
及
泉
（
＊
中
井
桐
園
）
之
妻

　
　
亦
大
患
在
暮
、
翁
之
女
也
、
不
欲
使
．
聞
其
弟
之
死
、
而
家
春
一
時

　
　

驚
態
即
已
聞
之
、
霜
女
悼
傷
如
．
促
病
、
可
憐
耳
。
即
馳
使
召
及
泉

　
　
於
早
野
氏
、
且
辞
淡
輪
氏
兼
報
都
近
芳
。
・

　
　
【
校
勘
】
○
而
寝
　
後
か
ら
の
挿
入
。
○
使
　
後
か
ら
の
挿
入
。
○
如
　
後
か

　
　
ら
の
挿
入
。

　
　
廿
日
（
乙
未
）

　
　
【
葬
式
準
備
】

　
　
廿
1
日
（
丙
申
）

　
　
晴
○

休

日
○
是
日
尚
一
葬
日
。
翁
藁
棺
蓋
、
私
誼
日
孝
穎
。
蓋
尚

　
　
］
之
生
也
、
勇
髪
（
＊
元
服
）
之
日
、
麓
底
偶
見
有
竹
山
外
祖
氏

　
　
名
子
．
翁
亡
弟
坦
二
郎
藁
紙
。
披
而
観
之
．
則
有
阿
・
秀
・
穎
三
名
。

　
　
共

受
以

二
郎

字
、
因
命
日
阿
二
郎
、
及
冠
改
日
秀
二
郎
、
不
幸
而

　
　
早
世
乃
誼
孝
穎
云
。
皆
．
取
干
其
外
曽
祖
竹
山
夫
子
之
命
名
、
不
敢

　
　

他
求
云
。
・

　
　
【
校
勘
】
○
干
　
後
か
ら
の
挿
入
。
　
O
披
而
観
之
　
後
か
ら
の
挿
入
。
○
皆

　
　
後
か
ら
の
挿
入
．
．

（
1
）
古
田
島
洋
介
・
湯
城
吉
信
共
著
『
漢
文
訓
読
入
門
』
（
明
治
書
院
、

　
　
二

〇
一
1
年
）
、
古
田
島
洋
介
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
復
文
の
要
領
－

　
　
漢
文
学
習

の

裏
技
』
（
新
典
社
選
書
八
三
、
二
〇
一
七
年
）
。
後
者

　
　

は
、
付
録
に
「
往
時
の
復
文
問
題
」
が
あ
り
、
江
戸
時
代
、
明
治
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時

代
の
練
習
問
題
の
実
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
李
長
波
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
文
教
育
法
の
］
考
察
－
伊
藤
仁

　
　
斎

の

復
文

と
皆
川
洪
園
の
射
覆
文
を
中
心
に
」
（
『
デ
ュ
ナ
ミ
ス
・

　
　

こ
と
ば
と
文
化
』
⊥
ハ
号
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究

　
　
“
v
e
、
　
1
1
0
0
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
）
先
行
す
る
『
潜
確
居
類
書
』
『
山
堂
騨
考
』
な
ど
の
類
書
も
収
録
対

　
　
象
に
な
っ
た
（
大
谷
通
順
「
『
淵
鑑
類
函
』
ー
類
書
の
類
書
」
（
『
月

　
　
刊

し
に
か
』
一
九
九
八
年
三
月
号
、
大
修
館
書
店
）
）
。

（
1
3
）
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
巻
一
「
竹
山
遺
事
」

　

　
「
言
行
」
に
、
寒
泉
談
と
し
て
、
懐
徳
堂
は
、
中
井
竹
山
の
時
に

　
　
『
淵
鑑
類
函
』
を
購
入
し
た
が
、
寒
泉
の
時
に
は
散
逸
し
て
目
録
だ

　
　
け
が
残
っ
て
い
た
と
三
口
う
（
原
文
「
今
ハ
ニ
書
（
＊
『
楓
文
韻
府
』

　
　

と
『
淵
鑑
類
函
』
の
二
書
）
散
亡
シ
テ
、
蕉
園
題
簸
ノ
淵
鑑
類
函

　
　

目
録
ノ
ミ
残
レ
リ
」
）
。
確
か
に
、
寒
泉
・
桐
園
の
頃
の
懐
徳
堂
の

　
　
蔵
書
を
記
録
す
る
『
懐
徳
堂
蔵
書
目
』
に
は
見
え
ず
に
、
『
並
河
潤

　
　
菊
家
伝
遺
物
目
録
』
で
も
「
渕
鑑
類
函
目
録
　
全
」
と
目
録
の
み

　
　
記
載

さ
れ
て
い
る
（
矢
羽
野
隆
男
、
池
田
光
子
「
『
並
河
潤
菊
家
傳

　
　
遺
物

目
録
』
翻
刻
お
よ
び
解
説
」
（
『
懐
徳
堂
研
究
』
五
号
、
二
〇

　
　
一
四
u
r
）
）
）
o
た
だ
、
『
課
蒙
復
文
原
文
』
に
『
淵
鑑
類
函
』
の
本

　
　
文
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
寒
泉
は
目
に
で
き

　
　

る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
1
4
）
詳
し
く
は
、
第
六
、
八
条
は
「
食
物
部
・
酒
二
」
、
第
十
二
、
十
三

　
　
条
は
「
人
部
・
譲
1
1
」
、
第
二
十
五
、
二
十
六
条
は
「
文
学
部
・
好

　
　
学

二
」
、
第
三
十
二
、
三
十
三
条
は
（
第
四
十
二
条
も
？
）
「
人
部
’

　
　
差
恥

二
」
、
第
三
十
五
～
三
十
七
条
は
「
人
部
・
逆
旅
二
」
に
見
え

　
　

る
。
分
類
末
尾
に
あ
る
「
二
」
は
、
故
事
を
集
め
た
箇
所
で
あ
る

　
　
（
一
は
総
記
、
二
は
故
事
、
三
は
関
連
語
句
を
対
で
四
は
単
独
で
挙

　
　
げ
、
と
も
に
割
注
で
出
典
を
明
示
す
る
、
五
は
詩
賦
ら
し
い
）
o

（
1
5
）
詳
し
く
は
、
第
三
条
は
不
要
部
分
を
削
除
、
第
五
条
は
つ
じ
つ
ま

　
　
の

合

う
よ
う
に
一
部
削
除
、
第
二
十
四
条
（
『
淵
鑑
類
函
』
以
外
）

　
　
は

書

簡
の
一
部
を
省
略
し
、
第
三
十
一
条
は
「
日
」
を
加
え
、
第

　
　
三
十

三

条
は
「
頴
」
を
「
明
道
先
生
」
に
改
め
、
第
四
十
条
は

　

　
［
在
」
を
「
至
」
に
改
め
て
い
る
（
お
そ
ら
く
「
置
」
が
同
音
の

　
　
［
至
」
に
間
違
わ
れ
て
、
そ
れ
に
し
っ
v
り
こ
な
い
の
で
寒
泉
が
改

　
　
変
し
た
か
）
、
第
四
十
九
条
は
、
な
く
て
も
わ
か
る
箇
所
を
削
除
し
、

　
　
第
八
十
六
条
（
『
淵
鑑
類
函
』
以
外
）
は
難
し
い
字
を
わ
か
り
や
す

　
　
い
表
現

に
直
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
六
十
九
条
で
は
、
『
淵
鑑
類
函
』

　
　
が

誤
っ
て
い
る
箇
所
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
、
そ
の
意
味
を
疑
っ
て

　
　

お
り
（
書
眉
に
「
賎
恐
貴
」
と
あ
る
）
、
寒
泉
の
見
識
を
見
る
こ
と

　
　

が
で

き
る
。
］
方
、
寒
泉
が
誤
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
第
十
三

　
　
条
で
漢
字
「
堅
」
（
1
1
圧
）
を
「
厭
」
と
誤
り
、
第
十
六
条
で
は
句

　
　
読

を
誤
り
、
第
四
十
五
条
で
は
句
読
と
漢
字
（
「
日
」
と
「
日
」
）

　
　

を
誤
っ
て
お
り
、
第
六
十
五
条
に
は
抜
け
が
あ
る
な
ど
で
あ
る
。

（
1
6
）
一
覧
表
を
科
研
費
報
告
書
で
発
表
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
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表
題
は

湯
城
が
仮

に
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
に
は
な
い
。

（
1
7
）
・
怪
異
・
迷
信
に
反
対
す
る
話
…
第
二
十
三
条
「
蛇
を
祀
る
」
二
聞

　
　
　
見
近
録
』
（
『
淵
鑑
類
函
』
内
）
）
、
第
七
十
五
条
「
薬
の
迷
信
」
、
第

　
　
　
七
六
条
「
や
っ
つ
け
ら
れ
た
巫
女
」
（
最
長
の
二
四
六
字
）
、
第

　
　
　

八
十
四
条

「茄
子
の
m
s
」
　
（
r
書
隠
叢
説
』
）

　
　
．

酒

を
戒
め
る
話
…
第
六
条
「
管
仲
酒
を
棄
て
る
」
二
管
子
』
二
淵

　
　
　
鑑
類
函
』
内
）
）
、
第
八
条
「
酒
は
亡
国
の
も
と
」
二
戦
国
v
a
．
1
　
（
r
淵

　
　
　
鑑
類
函
』
内
）
）

　
　
〔
そ
の
他
〕
・
教
訓
…
第
五
十
一
条
「
学
の
重
要
性
」
、
第
七
十
九
条

　
　
　
　
　
　
　
「
不
正
を
す
る
な
」
。

　
　
．
ユ
ー
モ
ア
…
第
八
十
七
条
「
書
の
巧
拙
」

（
1
8
）
『
辮
怪
』
と
い
う
著
述
が
あ
る
。

（
1
9
）
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
巻
六
「
並
河
寒
泉

　
　

遺
事
」
「
寒
泉
ノ
嗜
好
」
に
見
え
る
。

（
2
0
）
こ
の
話
は
、
現
在
、
伊
井
春
樹
・
富
永
一
登
ほ
か
『
高
等
学
校

　
　
古
典

B
　
古
文
編
・
漢
文
編
』
（
第
一
学
習
社
、
二
〇
＝
ハ
年
）
で

　
　
r
医
薬
談
笑
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
教
材
に
採
用
さ
れ
て
い

　
　

る
。
最
後
の
西
施
の
話
は
抜
か
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
『
説
苑
』
十
r
敬
慎
」
の
原
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
齊
桓
公

為
大
臣
具
酒
、
期
以
日
中
、
管
仲
後
至
、
桓
公
挙
膓
以
飲

　
　

之
、
管
仲
半
棄
酒
。
桓
公
日
、
「
期
而
後
至
、
飲
而
棄
酒
、
於
礼
可

　
　
乎
。
」
管
仲
対
日
、
「
臣
聞
酒
入
舌
出
、
舌
出
者
言
失
、
言
失
者
身

　
　

棄
、
臣
計
棄
身
不
如
棄
酒
。
」
桓
公
笑
日
…

（
2
2
）
『
記
事
稿
そ
1
l
四
・
七
セ
ン
チ
×
一
七
’
ニ
セ
ン
チ
。
裏
表
紙
に

　
　
F
文
久
甲
子
（
＊
一
八
六
四
）
之
春
正
月
念
一
日
改
之
尚
一
拝
伏
」

　
　

と
あ
り
。
題
字
が
隷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
『
聞
斯
録
』
内
『
易
経

　
　

聞
斯
録
』
も
同
様
の
字
体
で
書
か
れ
て
お
り
こ
ち
ら
は
慶
応
元
年

　
　
（
一
八
六
五
）
の
筆
。
お
そ
ら
く
こ
の
『
記
事
稿
』
も
同
じ
頃
の
作

　
　
で
あ
ろ
う
。

　
　
’
『
復
文
草
稿
』
の
第
十
八
条
…
寒
泉
『
辛
酉
詩
文
稿
（
四
）
　
（
文

　
　
　

久
元
年
（
一
八
六
一
）
、
六
十
五
）
』
に
こ
の
年
の
作
で
あ
る
別

　
　
　

訳
が
あ
る
。
↓
蟹
街
十
三
歳
の
も
の
か
C
L
．

　
　
・
『
復
文
草
稿
』
の
第
八
条
…
寒
泉
『
壬
戌
稿
（
五
）
　
（
文
久
二
年

　
　
　
（
一
八
六
二
）
、
六
十
六
歳
）
』
に
こ
の
年
（
一
八
六
二
）
の
作
で

　
　
　

あ
る
別
訳
が
あ
る
。
↓
蛋
街
十
四
歳
の
も
の
か
？

　
　
・
『
復
文
草
稿
』
の
第
九
条
－
・
寒
泉
『
壬
戌
稿
（
五
）
（
文
久
二
年

　
　
　
（
1
八
六
二
）
、
六
十
六
歳
）
』
に
別
の
漢
訳
（
「
癸
亥
（
＊
一
八

　
　
　
六

三
）
仲
冬
廿
五
日
」
と
あ
り
）
が
見
え
る
（
表
紙
の
貼
り
紙

　
　
　
に

は
後
半
の
筆
記
者
は
蛋
街
だ
と
あ
る
）
。
筆
跡
か
ら
し
て
も
寒

　
　
　
泉
の
も
の
と
は
見
え
な
い
。
↓
蛋
街
（
十
五
歳
？
・
）
の
も
の
か
？

（
2
3
）
復
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
、
『
故
事
類
纂
』
（
並
河
寒
泉
文
庫
十

　
　

五
）
の
末
尾
の
裏
紙
に
以
下
の
よ
う
な
「
復
文
問
題
」
が
見
え
る
。

　
　

原
文
百
五
十
二
三
口
　
於
三
焉
一

　
　
蘇

現
、
清
河
ヲ
守
ル
。
六
載
饒
餉
ヲ
通
ゼ
ズ
。
先
達
趙
頴
、
園
ノ
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ウ
リ
ヲ
献
ズ
ル
ア
リ
。
現
ツ
ト
メ
テ
ウ
ツ
バ
リ
ノ
上
ニ
ト
ド
メ
オ

　
　

キ
、
ツ
イ
ニ
サ
イ
テ
食
ハ
ズ
。
…
（
お
そ
ら
く
『
淵
鑑
類
函
』
四

　
　
o
四

r果
部
・
瓜
二
」
（
出
典
『
北
斉
書
三
「
蘇
現
為
清
河
太
守
。

　
　
郡
人
趙
頴
致
仕
在
家
、
五
月
中
得
新
瓜
一
只
…
」
）

　
　

な
お
、
『
記
事
稿
』
を
見
る
と
、
書
簡
の
習
作
も
何
通
か
見
え
、
書

　
　
簡
が
作
文
の
入
門
練
習
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

　
　
き
る
（
『
懐
徳
堂
蔵
書
目
』
馳
に
は
『
尺
憤
双
魚
』
『
一
札
三
奇
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
『
尺
順
奇
賞
』
と
い
っ
た
書
簡
の
手
引
書
が
見
え
る
）
。

（
2
4
）
例
え
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
『
寒
泉
先
生
集
（
文
政
八
年
、
二
十
九
歳
）
』
＊
第
四
十
二
条
の
訳

　
　
あ
り
。

　
　
『
寒
泉
文
集
（
天
保
二
年
な
ど
）
』
＊
軽
海
の
役
で
の
佐
々
成
政
と

　
　
池
田
恒
興
の
話
あ
り
（
辛
丑
（
一
八
四
一
）
の
作
）
。

　
　
『
辛
酉
詩
文
稿
（
四
）
　
（
文
久
元
年
、
六
十
五
歳
）
』
＊
第
十
八
条
の

　
　
訳
あ
り
。
「
記
横
浜
慧
妓
事
」
（
「
浪
華
な
か
づ
か
み
」
の
漢
訳
）
あ

　
　
り
。

　
　
『
壬
戌
稿
（
五
）
（
文
久
二
年
、
六
十
六
歳
）
』
＊
第
八
条
の
漢
訳

　
　
（
r
壬
戌
（
＊
一
八
六
二
）
仲
冬
念
五
」
と
あ
り
）
。
蟹
街
（
十
四

　
　
歳

？
）
が
書
い
て
い
る
か
？

　
　
『
華
翁
干
支
稿
（
十
k
l
）
　
（
明
治
五
年
壬
申
、
七
十
六
）
』
＊
西
洋
を

　
　

そ
し
る
作
？
あ
り
。

　
　

外
、
寒
泉
の
日
記
『
居
諸
録
』
に
も
「
記
事
会
」
を
催
し
た
と
い

　
　
う
記
録
あ
り
。
（
天
保
四
年
二
月
朔
日
）

（
8
）
　
1
覧
表
を
科
研
費
報
告
書
で
発
表
予
定
で
あ
る
。

（
2
）
懐
徳
堂
の
先
人
の
逸
話
…
⑰
淀
屋
橋
早
朝
掃
除
、
⑳
〕
履
軒
酒
に
節

　
　
度
あ
り
、
⑳
履
軒
の
買
っ
た
鐸
。
以
下
、
注
内
の
丸
数
字
は
条
数
。

（
2
7
）
反
怪
異
…
⑧
恵
比
寿
像
（
出
典
二
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』
）
、
⑨
鹿
の

　
　
出
示
り
？
（
出
典
未
詳
）
、
⑬
破
れ
笠
の
化
け
物
（
出
典
三
武
将
感
状
記
』

　
　
『
百
物
語
』
）
、
⑯
亡
霊
は
心
の
状
態
の
如
何
に
よ
る
（
出
典
未
詳
）

（
2
8
）
第
二
十
条
末
尾
は
、
朱
筆
の
書
入
れ
に
一
行
を
当
て
て
お
り
、
墨

　
　
筆

と
朱
筆
が
同
l
時
間
に
書
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
（
少
な
く
と

　
　

も
次
の
条
が
書
か
れ
る
前
に
朱
筆
が
書
か
れ
て
い
る
）
。
ま
た
、
第

　
　
十

二

条
は
、
蛋
街
の
『
記
事
稿
二
に
草
稿
が
見
え
る
。
第
十
二

　
　

条
は
そ
の
草
稿
へ
の
朱
筆
を
す
べ
て
反
映
し
た
清
書
に
な
っ
て
い

　
　

る
の
だ
が
、
そ
れ
に
さ
ら
に
朱
筆
が
入
っ
て
い
る
（
元
の
字
に
戻

　
　
す
箇
所
も
あ
る
）
。
こ
れ
は
、
蛋
街
の
清
書
に
寒
泉
が
さ
ら
に
朱
を

　
　
加

え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
跡
を
見
て
も
、
寒
泉
が
墨
筆
で

　
　

写

し
な
が
ら
朱
を
入
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

（
2
9
）
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
巻
四
「
履
軒
遺
事
」

　
　
r
履
軒
ノ
言
行
」
＊
太
字
が
違
う
点
。

　
　

履

軒
一
日
骨
董
犀
ヲ
過
ギ
テ
、
一
ノ
鐸
ヲ
購
ヒ
来
リ
、
机
上
二
置

　
　

キ
テ
愛
玩
セ
シ
ニ
、
　
一
門
生
激
賞
シ
テ
、
羨
望
ノ
色
ア
リ
シ
カ
バ
、

　
　

履
軒
鐸

ヲ
携
ヘ
テ
骨
董
騨
二
就
キ
テ
日
、
「
此
ノ
品
ヲ
希
望
ス
ル
者

　
　

ア
リ
。
若
シ
来
ラ
バ
、
前
ノ
価
ヲ
以
テ
之
ヲ
売
ル
ベ
シ
」
ト
、
乃
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価

ヲ
取
ラ
ズ
シ
テ
去
リ
、
門
生
ニ
ハ
彼
ノ
骨
董
璋
二
就
キ
テ
買
フ

　
　

ベ

キ
由
ヲ
告
ゲ
タ
リ
。
『
近
世
先
哲
叢
談
』
ニ
モ
此
ノ
話
ヲ
載
セ
タ

　
　

レ

ド
モ
、
誤
レ
リ
。
仮
使
後
二
四
方
銀
ヲ
骨
董
騨
二
与
ヘ
タ
リ
ト

　
　

ス

ト
モ
、
席
上
物
品
ノ
売
買
ヲ
為
シ
、
殊
二
倍
価
ヲ
以
テ
之
ヲ
売

　
　

ル

ガ

如
キ
コ
ト
ハ
、
断
ジ
テ
為
サ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。
（
＊
『
懐
徳
堂
考
』

　
　

下

八
九
頁
の
天
囚
評
で
は
逆
の
評
価
を
す
る
。
）

　
　
『
近
世
先
哲
叢
談
（
正
編
）
』
巻
上
　
＊
太
字
が
違
う
点
。

　
　

履
軒
過
骨
董

舗
、
見
古
鐸
、
不
問
其
価
、
以
四
方
銀
買
之
。
舗
主

　
　

日
、
「
此
物
価
廉
、
何
為
如
此
。
」
履
軒
強
与
之
、
獲
鐸
以
還
。
門

　
　

人
l
見
歎
日
、
　
r
嘉
品
也
。
請
以
八
方
銀
獲
之
o
」
不
許
、
固
請
、

　
　
乃
許

之
。
履
軒
於
是
懐
其
所
加
四
方
銀
、
往
与
舗
主
。
舗
主
怪
　

　
　

之
、
審
察
名
居
、
知
其
為
大
儒
履
軒
也
。
以
謂
還
金
必
不
受
也
。

　
　

藍
盛
鮮
魚
、
朝
投
其
家
而
去
o

　

　

＊
『
懐
徳
堂
考
』
下
「
履
軒
逸
事
（
中
）
」
八
九
頁
。
同
書
で
は
「
金
一
両
」

　
　
で
譲
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
と
あ
る
。

　
　

な
お
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
釜
田
啓
市
「
中
井
木
菟

　
　
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
成
立
事
情
」
（
『
懐
徳
堂
セ

　
　
ン

タ
ー
報
』
二
〇
〇
七
）
も
言
及
し
て
い
る
。

（
o
3
）
寒
泉
『
干
支
稿
』
内
『
壬
戌
稿
（
五
）
（
文
久
二
年
、
六
十
⊥
ハ
歳
）
』

　
　
に

別
の
漢
訳
（
草
稿
、
「
壬
戌
仲
冬
念
五
」
と
あ
り
）
が
見
え
る

　

　
（
表
紙
の
貼
り
紙
に
は
後
半
の
筆
記
者
は
蛋
街
だ
と
あ
る
）
。
筆
跡

　
　
か

ら
し
て
も
寒
泉
の
も
の
と
は
見
え
な
い
。
（
こ
れ
も
尚
l
（
十
四

　
　
歳
？
）
の
も
の
ら
し
い
。
）

（
3
1
）
『
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』
巻
上
「
恵
比
須
像
の
由
来
」

　
　

恵
比
須
の
像
と
て
、
絵
に
も
書
き
（
マ
マ
）
、
木
に
も
刻
み
ぬ
る
は
、

　
　

広

田
の
神
主
の
像
な
り
。
神
功
皇
后
、
筑
紫
よ
り
帰
路
の
時
、
西

　
　

宮

広
田
大
明
神
の
祠
荒
れ
果
て
て
、
神
主
、
釣
を
い
と
な
み
な
ど

　
　

し
て
、
や
う
や
う
神
に
仕
へ
け
る
が
、
鯛
を
釣
り
て
捧
げ
し
か
ば
、

　
　

褒
賞
有
り
て
、
由
緒
を
悉
く
聴
せ
給
ひ
、
「
望
み
有
り
や
」
と
尋
ね

　
　

ら
れ
し
に
、
　
F
唯
神
社
再
興
を
願
ひ
申
す
」
と
申
し
し
か
ば
、
頓

　

　
（
や
が
）
て
造
立
有
り
し
と
そ
。
此
神
主
の
名
を
夷
三
郎
と
云
ひ
け

　
　

る
。
此
神
主
が
功
に
て
中
興
せ
し
か
ば
、
末
社
に
あ
が
め
て
祭
り

　
　

け
る
。
後
世
に
至
り
て
、
堺
の
商
家
、
此
宮
を
信
じ
月
詣
せ
し
が
、

　
　

折

節
逐
年
富
有
に
な
り
し
は
神
の
恵
と
て
、
殊
に
渇
仰
し
け
り
。

　
　

老
後
に
、
「
最
早
月
詣
も
な
り
難
く
候
、
何
と
ぞ
居
所
に
神
影
を
う

　
　

つ

し
奉
り
、
朝
暮
拝
し
申
し
度
し
」
と
望
み
け
る
。
神
体
は
写
す

　
　

べ

き
形
も
な
け
れ
ば
、
か
の
夷
三
郎
が
皇
后
へ
上
（
た
て
ま
つ
）

　
　

る
と
て
、
鯛
を
釣
り
て
持
ち
行
け
る
所
を
、
絵
に
写
し
て
与
へ
け

　
　

る
が
、
世
に
広
ま
り
た
る
な
り
と
そ
。

（
3
2
）
寒
泉
は
恵
比
寿
講
を
批
判
し
た
詩
も
残
し
て
い
る
（
『
干
支
稿
』
内

　
　
『
寒
泉
先
生
集
（
一
）
（
文
政
八
年
　
二
十
九
歳
）
』
の
「
蛭
子
祀
日
」

　
　
［
千
群
絡
繹
　
晴
移
、
満
面
紅
塵
指
蛭
祠
。
収
福
精
霊
本
聾
癖
、
訟

　
　
貧
奏

侶
奈
盲
痴
、
貨
通
真
仮
追
街
利
、
鈴
鼓
妖
祥
呈
舞
儀
、
華
俗

　
　
何
縁
帯
夷
俗
、
無
人
不
唱
竹
枝
詞
」
）
。
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（
3
3
）
『
武
将
感
状
記
』
巻
八
「
村
井
津
右
衛
門
化
物
を
捕
ふ
る
事
」
＊
太

　
　
字
が
漢
文
に
な
っ
て
い
る
箇
所
。

　
　

中
川
修
理
太
夫
秀
重
の
家
来
、
赤
座
七
郎
兵
衛
は
鉄
炮
頭
也
。
赤

　
　
座

が
妻

の

弟
村
井
津
右
衛
門
浪
人
に
て
赤
座
が
所
に
居
る
。
岡
の

　
　
城
は

地

理
瞼
岨
に

し
て
、
諸
士
の
居
宅
髪
（
こ
こ
）
か
し
こ
に
あ
り

　
　
て

相
続
か
ず
。
十
町
許
り
家
離
の
所
に
墓
原
あ
り
。
い
つ
の
ほ
ど

　
　

よ
り
か
此
の
墓
原
に
、
雨
風
の
夜
物
の
羽
撃
（
は
ば
た
き
）
し
て

　
　

鳴
く
v
a
あ
り
O
　
F
ば
け
物
出
で
来
る
」
と
云
ひ
ふ
れ
て
、
農
商
女
童

　
　
大

い

に
之
を
恐
る
。
斯
く
て
五
七
日
過
ぎ
て
、
村
井
あ
る
方
に
行

　
　

き
、
夜
に
入
り
帰
ら
ん
と
云
ふ
折
ふ
し
、
雨
風
烈
し
く
夜
も
ふ
け

　
　

た
り
。
其
の
座
中
の
人
々
帰
路
か
の
墓
原
を
過
（
よ
）
ぎ
る
所
な
れ

　
　

ば
、
「
此
の
頃
の
化
物
出
で
ぬ
べ
し
、
只
此
に
宿
せ
ら
れ
よ
」
と
止

　

　
（
と
ど
）
め
け
る
o
村
井
、
F
何
の
思
慮
も
な
く
粗
忽
の
詞
か
な
、
さ

　
　

云
は

れ
て

は
、
宿
す
べ
き
か
」
と
心
中
に
は
思
ひ
け
れ
ど
も
、
さ

　
　

ら
ぬ
体
に
て
赤
座
に
「
必
ず
帰
ら
ん
」
と
申
し
つ
け
れ
ば
、
「
寝

　
　
（
い
ね
）
ず
し
て
待
居
候
べ
し
」
と
て
帰
り
け
る
が
、
墓
原
近
く
な

　
　

り
’
羽
撃
し
鳴
く
声
聞
ゆ
。
「
さ
れ
ば
実
な
り
」
と
思
ひ
、
其
の
声

　
　
に

就
て

歩
み

よ
る
。
風
の
絶
間
に
声
又
や
む
。
「
此
の
辺
な
ら
ん
」

　
　

と
声
せ
し
所
に
近
づ
く
に
、
風
吹
き
来
る
と
均
し
く
、
ば
た
ば
た

　
　

ひ

ゃ

う
ひ
ゃ
う
と
云
ひ
て
頭
の
上
に
掛
る
。
予
（
か
ね
）
て
「
斬
る

　
　

べ
き
処
に
非
ず
、
捕
ふ
可
し
」
と
覚
悟
し
た
れ
ば
、
之
を
捕
へ
て

　
　
手
探

り
し
て
見
る
に
、
竹
の
子
笠
を
墓
原
の
竹
垣
に
掛
け
置
き
た

　
　

る
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
是
を
は
つ
せ
ば
風
吹
け
ど
も
声
な
し
。
此

　
　
の

竹

の

子
笠

を
取
り
帰
り
’
赤
座
の
と
く
寝
ね
た
る
を
起
し
、
F
我

　
　
今
夜
か
の
化
物
を
斬
り
と
め
候
」
と
云
ふ
。
赤
座
「
奇
怪
の
事
か

　
　

な
」
と
て
其
の
事
を
問
ふ
。
村
井
人
を
退
け
て
「
か
v
か
v
の
首

　
　
尾
に

候
」
と
い
へ
ば
、
赤
座
、
「
実
な
云
そ
、
只
斬
留
め
た
る
に
せ

　
　

よ
」
と
て
、
明
日
人
に
逢
う
て
之
を
語
る
。
ば
た
ば
た
と
は
笠
の

　
　
垣

に
あ
た
る
音
、
ひ
ゃ
う
ひ
ゃ
う
と
は
竹
の
穴
に
風
の
笠
に
さ
へ

　
　

ら
れ
て
激
す
る
声
也
。
其
の
後
羽
撃
も
鳴
く
声
も
無
か
り
け
れ
ば
、

　
　

人
、
村
井
が
斬
留
め
た
る
事
を
信
ず
。
世
上
妖
魔
な
ど
云
ひ
伝
ふ

　
　

る
も
の
、
其
の
実
を
正
さ
ば
、
皆
竹
の
子
笠
の
類
な
る
べ
し
。

（
3
4
）
現
代
で
も
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
古
典
教
材
に
し
よ
う
と
す
る

　
　
試
み

は
あ
る
。
例
え
ば
、
石
田
晋
一
『
世
間
話
で
こ
て
ん
を
よ
む
』

　
　
（
関
西
大
学
第
＝
局
等
学
校
・
第
一
中
学
校
、
一
九
九
五
年
）
は
、

　
　
『
咄
随
筆
』
『
醒
睡
笑
』
『
常
山
紀
談
』
『
耳
嚢
』
か
ら
教
材
を
選
ん

　
　

で

い
る
。

（
3
5
）
例
え
ば
、
「
西
洋
之
俗
、
貧
貨
利
、
競
奇
巧
、
喜
興
造
、
以
閨
国
之

　
　
心

力
専
尽
之
。
於
此
故
、
其
所
為
軌
足
以
舷
輝
乎
宇
宙
間
　
。
」

　
　
（
『
難
業
除
稿
』
）
な
ど
。

（
3
6
）
中
井
蕉
園
『
甲
史
』
は
、
原
表
紙
に
「
甲
越
外
史
」
と
あ
り
、
冒

　
　
頭
部

に
『
武
田
三
代
記
』
『
甲
陽
軍
鑑
』
『
感
状
記
』
『
続
武
者
物
語
』

　
　
（
国
枝
清
軒
）
『
川
中
嶋
戦
記
』
『
同
戦
記
』
？
『
甲
越
戦
争
記
』
『
武

　
　
徳
編
年
』
『
信
玄
全
書
』
『
北
越
太
平
記
』
の
書
名
が
見
え
る
。
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堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
巻
三
・
巻
四

　
　
翻
刻
」
（
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
九
、
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、

　
　
二
〇
〇
九
年
）

釜

田
啓
市
「
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
巻
五
・
巻

　
　
六
・
巻
七
翻
刻
」
（
『
懐
徳
堂
研
究
』
　
一
号
、
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、

　

　
1
1
0
1
O
年
）

西
村
時
彦
『
懐
徳
堂
考
』
（
懐
徳
堂
記
念
会
、
一
九
二
四
年
）

湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
　
共
同
研
究
報
告
書
』
（
二
〇
〇
三

　
　
年
l
1
月
）

湯
浅
邦
弘
編

『増
補
改
訂
　
懐
徳
堂
事
典
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇

　
　
一
六
年
）

井
上
了
「
大
阪
大
学
蔵
「
並
河
寒
泉
文
庫
」
簡
介
」
（
『
懐
徳
』
七
l
号
、

　
　
懐
徳
堂
記
念
会
、
二
〇
〇
1
1
1
u
r
）

湯
城
吉
信

「
『花
間
笑
語
』
と
江
戸
小
咄
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
大
阪

　
　
府
立
工
業

高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
三
七
、
二
〇
〇
四
年
、
後

　
　
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
　
平
成
十
五
年
版
近
世
分
冊
』
に
採
録
。
）
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湯
城
吉
信
「
懐
徳
堂
に
お
け
る
漢
作
文
実
習
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
六
四

　
　
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
一
八
年
）

古

田
島
洋
介
・
湯
城
吉
信
共
著
『
漢
文
訓
読
入
門
』
（
明
治
書
院
、
二
〇

　
　

＝
年
）

古

田
島
洋
介
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
復
文
の
要
領
ー
漢
文
学
習
の
裏
技
』

　
　
（
新
典
社
選
書
八
三
、
二
〇
一
七
年
）

皆
川
洪
園
『
習
文
録
』
（
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
序
、
一
八
七
六
刊
？
）

池
田
修
蔵
（
但
馬
聖
人
’
池
田
草
庵
の
子
）
『
復
文
録
』
（
一
八
⊥
ハ
五
？
）

李
長
波
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
文
教
育
法
の
一
考
察
ー
伊
藤
仁
斎
の
復

　
　
文
と
皆
川
洪
園
の
射
覆
文
を
中
心
に
」
（
『
デ
ュ
ナ
ミ
ス
・
こ
と
ば
と

　
　
文
化
』
六
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
、
二
〇
〇
二

　
　
年
）

湯
浅
常
山
『
常
山
紀
談
』
（
有
朋
堂
文
庫
、
一
九
二
六
年
・
続
帝
国
文
庫
、

　

　
1
九
O
九
年
）

熊
沢
淡
庵

『武
将
感
状
記
』
（
『
近
代
正
説
砕
玉
話
』
）
（
博
文
館
文
庫
二

　
　
九

四
1
年
）

真

田
増
誉
『
明
良
洪
範
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
l
二
年
∀

松
崎
観
瀾
『
窓
の
す
さ
み
（
追
加
）
』
（
有
朋
堂
文
庫
、
一
九
二
六
年
）

松
村
操

『近
世
先
哲
叢
談
（
正
編
）
』
（
巌
々
堂
、
一
八
八
二
年
）

衰
棟

『書
隠
叢
説
』

清
・
張
英
等
『
淵
鑑
類
函
』
（
点
石
斎
、
一
八
九
五
年
）

大
谷
通
順

「
『淵
鑑
類
函
』
－
類
書
の
類
書
」
（
『
月
刊
し
に
か
』
　
一
九
九

　
　
八
年
三
月
、
大
修
館
書
店
）

蘇
東
披

「
志
林
四
十
二
条
」
「
異
事
」
（
『
東
披
全
集
』
一
〇
三
、

局
標
点
本
『
東
披
志
林
』
巻
三
「
技
術
」
「
記
与
欧
公
語
」
。

中
華
書

＊
本
稿
は
平
成
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
（
課
題
番
号

16
K
0
4
8
0
0
）
　
［
普
遍
性
と
多
様
性
を
考
慮
し
た
漢
文
教
材
の
開
発
」
〔
研
究
代
表

者
・
湯
城
吉
信
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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